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(1) 専門経営者によるビジネス・リ ダ シップの性格の検討
1932年の A.A. Berle & G. C. Meansの研究は，この点で制度論的研究と
Lて古典的なものであるが， その後 J.Burnham， M側 αp:e円 al R四 olution.
1941; R. A. Gordon， Business Leadel'ship in the Laγ'ge Coψ0叩針。叱 1954 







単純な合理性では理解できない動機1:基いて遂行する， いわゆる ad皿 inistra-
tive decisio岳 maker としての経営者〔集団)概念との関連において理解され
る傾向の一般化を招来することとなった九
(2) 組織における人間行動の研究の進展










1) 企業者概琶の変容の経営史的研究として A.H. Cole， Bus古川I1CSS E叫erprise叩 ItsSOGial 
Sett叩 ，g.1959など審問。
2) T. Parsons & E. A. Shils (ed) ， Toward a Gene悶 lTheory 0/ Action， 1954; B. Berelson & 
G. A. Steiner. Human Behavior-An In叩叫0叩 ofScient世cFznd四 gs，1964 有村融，特動
科学の現代的意義一新らしい人間観の誕生と行動科学のニムー ルッグー ， r思想J1966年11月な
ど審開。
3) modern organization theoryをめぐる動向については，拙稿， アメリカ経曽学のー 動向，
「睦皆論叢」第9'巻第百号館6号 J 錆92，巷錆2号でも論口丈がz 杏toに最近では.J. G. Mareh 
(，d.)， H.剛 dbook010γ'ganuat~帆 1田4: W. W. Cooper， H. J. Leavitt & M. Vf. Shelly (ed.)， 
N四 Perspectives明 Organi抽出onRωea1'Ch， 1964; J. R. Lawrence (ed.)， ote叫山師叫 Researck
& the Sociru Sciences， 1966など参照。
4) W. G. Scott Human Relations in Manag.削醐t，1962， pp. 121-136 





典的組織論や管理論の基本的なぞデノレ， すなわち， closed， mechanical system. 
としての経営組織の把握や clo開 ddecision behaviorをとるものとしてのその
行動の理解を色あせたものとせしめ，新らしいV ステム観やデ、ンジ"":/・モデ











and Capital， 1回9)，折れ曲った需要曲線の発見 (P.M. Sweezy，“ Dernand under 
Conditions 01 OligopolyヘJc附 uザ PoliticalEc州側y，Aug. 1939)，価格形成に
おける ful1-costprincipleの主張(R.L. Hall & C. J. Hitch，“Price Theory and 




5) A." K. Ric.e， The Enle'Ytrise醐 aIts E~旬岬開働側t. 1963 拙稿，組織とシステム，山本純一
網「経営ジステムの研究J1964年，日木事務能率協会。
56 (444) 輩 100巻第5号
Maηagerial Ec叩 O附 C5，1951がそれであり，またJ.D. Coppock， Eιono附 "5
























6) C. V.，r. Churchman， R. L. Ackoff & E. L. Arno宜，An Introd叫 tionto Operat.加川 R"叫 "h
1957 
桂営管理における過程理論の性格 (3) (445) 57 
ついては線型計画法，ダイナミッグ・プログヲミ/'f/'， 投入産出分析などがあ






















し，新らしく upell町5temと open n~('.i::;ion mode~ を登場せしめる陥雫れ
その影響は，当然のことながら，企業研究のあらゆる領域に及んでいるからで
ある。












緒が聞かれるという(L. von Bertalan宜y，. Geneal System Theory: A New 
Approach to Unity of Sc日目eぺHu刑制 Biology，Vol. 25， 19日， pp. 303-361)。
このような新らしいVステム概念は， K. E. Bouldingの"General System Theory 
The Skeleton of Science ぺM即 zagementSci帥 ce，April 1956や L.von Berta-
lanffy， A. Papaport et al. (ed.)， G帥 e1'alSystems， Yearbook of the Society for 
thc Advanccmcnt of Gcncral System Theory， Ann Arbor， Mich. (1957年以降)
などを介して次第に一般化し，例えばイギリスの TheTavistock Institute of Hum阻
Relationsの 1960年以降の一連の著作(例えば， A. K. Rice， W. Brownの仕事な
ど。 Riceについては本稿注5)参照。 Brownについては，拙稿，アメリカ経営学のー
動向 (3)， r経済論叢」第92巻第Z号)などからも明らかなごとし現代組織論の基
層重をなしているのみでなく， A. D. Hall. A Metl.悶 dologyfo1' Syste明 E冗gzneerzng，
1962では，システム工学の基礎ともなっている (op.cit.， pp. 59-84)。








に固有な認識力の限界から(K.E 召oulding，The 1:四 age. 1956; H. A. Sirnon， 
Models 01 Ma叱 1957; ，ditto， Ad問問istrativeBeha叫 or，1945)，いわゆる合理的意志
決定者に代ってより現実的な観点が強調される。かくして op聞 decisionのモデル
経営管理における過程理論の性格 (3) (447) 59 
は， closed decisionと比較すると，次のごとき特徴をもつものということができる。
すなわち，予め定められた目標が欲求水準 (aspirationlevel-K. Lewin et a1.， Level 
of Aspiratio丸山 JM. Hunt (ed.). PWl"sonaliか andthe Beha1lior Diso'Ydeグ， Vol 
1， 1944)で代置され， 代替方策も必ずしも既知ではなく， それに対する選択順位づ
けも予め定められず，何らかの探索手順によって代置され，意志決定者も，極大化を
求めるのではなく，欲求水準壱摘すような解を求める人と代置されるというのがそれ
である (C.Wilson & M. Alcxis， "Basic Framcworks for Dccisions "， The JOUl'山 l
01 the Acade1匁y of Mana{{e刑 6羽t，Vol. 5， 1962)。






合する場も与えられることなと屯る。 また opensystem概念は opendecision 












7) R. A. Br<tuy， Orgn-i品 liun，Au!omati刷醐dSoωety.-The Sc'ientifir; Revo&ut-ion制 I叫 u"叩
1961 ;拙稿j アメリカ経営学のー動向 (1)， r経済論叢」第91巻第5号。
8) J. .V. Culliton. . Age oC SynLh田"ぺ H，叫 ardBusi哨 ssRevi剛.8ept. 1962 
60 (448) 第 100巻第5号
というのは A.Lawrenceによる伝統論の諸原理への批判 (ditto，Coザictsザ
Pri切臼pz" 1932)，ハ バード大学を中心Eして発展してきたケ一月・スタディの
強調 (M.P. McNair (edふ TheCase Method at the Har叩吋BusinessSchool， 1954)， 
さらにこれに対応するかのごとき E. Dale， Pla伽 ing and Developing the 
Co桝pany01官ani.zation5t叩 ctuγe，1952や E.Scott & R. P. Lynton， Th叩8
5tudies叫 M酬 'AtCeme叫 1952 などの比較研究， さらには P.F. Dlucker， 
The Practice 01 Ma陶~ge刑6叫， 1954のごとき，きわめて実践的な内容に満ち，
必ずしも一般化を求めようともしない独特の研究など多彩な展開がみられたか
らである u しかしこのような動きとは別に C_1. B:l.rnarcl， The F1州ctw削



































Davis， The F.附tdan包entalsof Top Maηagement， 1951; L. Urwick， The Ele-
帥 ents01 Ad間同日tration，1943; P. E. Holden， L. S. Fish and H. L. Smith~ 
Top-Mα削~e叩ent Organiz副ωη andCo叫 rol，1941; J. Martindell， The 5日間
tific Appr酎 sal01 Management， 1950; H. Koontz & C. Q'Donnell， P.叫切ciPles





9) J. J，. Massie， Management Theory. in J. G. March (ed.)， H.醐 ibOQko[ Qrganization. 
1965， p. 404 
62 (450) 第100巷第5号
事が，管理の一般理論確立の要請に答えて次第にみられるようになってくる。
伊jえば M.H. Jones， E叩 cutiveDe日S<O旬 Makinf(， 1957; ditto， Revised 
Edition， 1962; H. H. Albers， Or~a'叫zed Executive Action， 1961; ditto， 
P附 ，ciplesof Org仰 zzatioηα偽d，Ma.nage隅 e叫， 1965，; W， H， Newman and 
tC. E. Summer" The Process 0/ Ma勿age刑 ent，1961; R. A. ]ohnson et al.， 
The Theory 伽dM即~age問問 t of 5yste四 s，1963; A， D， Hall， A Methodology 
for 5yste隅 Eng叩~ee円η'g ， 1962などがそれである。
こζではこれらの仕事のそれぞれにふれる余裕はないが Jones， Albers， 














にはありえないとし. L. von Bertalan宜yや K.Bouldingなどの唱える Ge
neral System Theoryを背景にもって， γy、テム・アプローチの立場から，伝
統論の枠組である管理過程概念との調和の上に新らしい管理論を展開しようと
している(R.A. ]ohnson et aL. op. cit.)。また A D， Ha!lは，その工学的背
10) M田 sie.opωt. pp. 414-419 
経営管理にお付る過程理論の性格 (3) (451) 63 
景の故に，システム工学的傾向が強いが，その表現を経営学的に読みかえると，
基本的な線では Johnsonなどの仕事と同一範障に入れてさしっかえないとい
えよう(A.D. Hal1， op. cit.)。したがってこれより新らしい傾向に基く仕事のな
かが， 実は多少ともその発想壱異にする ManagementProcess and Human 
Eehavior Approachと、ンステム・アプローチとの二つのアプローチからなるこ
とが明らかとなった。己の点についてどのように考えたらよいのであろうか。
Management Process and Human Behavior Approachの特徴は，伝統論
が等閑視してきた対象規定の問題壱，行動科学の著しい拾頭に刺戟されて，そ
の傾向の強い modernorga山 zationthcoryの立場， なかでも socialsystem 
の観点から再検討し，それと伝統的な管理過程概念との結合をはかろうとする
ととろにあり，とれに対してジステム・アプローチの特徴は， General Sytem 
Theory壱背景にもつ opensystemの立場から企業をみる， すなわち SOCI0-
technical systemとしτ今日の経営壱再検討し， これと管理過程概念との結
合壱はかろうとするところにある。したがって両者の基本的差異は，対象規定










であろう。いうまでもなしもし ~ociO-lech山は1 な立場をとると Barna.rd
もいうごとしそれだけ変数が増えることとなるし technicalな要因の組織
による差異によって必ずしも，封建時代にも適用しうるごとき一般論といえる
64 (452) 第 100巻第5号
か否か問題となるからである。
しかし本来 system論が唱えられるのは，他の特徴とともに全体性を考えよ























1) この点では，例えば A.K. Riceの仕事のなかに明瞭かつ具体的にうかがえる。本稿，注5)
害用。









こでの問題解決は.closed systemを対象とし， closed decision modelを行動
モデノレの基礎におく点で，今日のごとき問題解決とは基本的に異なる観点に立
つものであった。それが，前述のごとき事情によって opensystemとしての
企業を対象とし， open decision modelをその行動モデルの基礎におくものに
取って代られたわけであるから，その意味で，問題解決の対象とその問題解決の
仕方が異なったにすぎず，本来問題解決過程として生じてきた管理過程概念自








12) 過程 (pruce:，;~)の概主は I シスアムと同樺に多〈の分野で使われているが， いずれも相互に
関連する事皐聞における何かの動き，ないし何らかの方向への流れ，あるいは相互依存の状態な
ど，本質的仁ダイナミツクな概念として理解されている (W. French， " Process Vis-a-Vis 
Systems: Toward a Model of the Enterpnse and Administration". The Jo附 'nal0/ the 
Acaaemy Q[ Managemomt， Vol. 6， No. 1， March 1963)。
13) 拙稿，経営管理における過程理論の性格 (1)， r経済論叢j第98巻第5号， p. 33 
14) なお管理過程的接近の積極的意義を強闘する興味ある論文に. E.T.P. W叫，on“Diagnosis









でも特に R.M. Cyert & J. G. March， A llehavioral Theoγ'y 01 the Fi1'n， 
1963; A. D. Hall， A Methodology 10γ Systen包 Engineer'i旬g，1962; W. M 






強調する町。次いで Hanは，システム工学を，研究 (research)と営業 (busi-
ness)の間にあって最も効果的なジステムをデザイYし， 計画する活動と規定
する。而してその成否をきめるものは問題解決の過程にあるとして，活動の全
体としての構造を systemstudies (program planning)， exploratory plan 
m時 (projectplanni時 1)，development planning (project planning II). 




15) 例えば管理論者の範鳴に含められるものに，O'Yga山 zati同 fO'l'P向ifit，1964 ; J.M. Juran， M::z-
削 gcwialBraakth向 ugh，1964; W. M. Fox， The M削 ag1!1叫 ntPYocess， 1963; P. P. LeBretoη， 
G帥 e叫 lAdmimst-rahon，またシステム工学の立場に立つものに A.D. Hall， A Methodolog少
for Systom En(]附 oeYing，1962 さらに企業の行動理論を代表するものに.R. M. Cyert & 1. G. 
March， A Beh即叩叫lTheory 01 the F:附仰 1963などがあげられる。
16) W. M. Fox， Tk" M刷 ag同管制 Pγ'oces.-An Intef{叫 edFwnci包onafA対向ach.1963， pp. 3-6 
経営管理における過程理論の性格 (3) (455) 67 
(problem deftn出 on)， 目的選択 (choosingobjectives)， システム統合 (system.
sy叫 hesis)，システム分析 (syste叩叩alysis)，最適γステムの選択，行為のため
の計画とUづ相互に作用し合う若本的な型がそれである町。さらにまた Cye此
& Marchは， open decisionという新らしい観点に立つ点では Hallのそれと同
様であるが，より行動科学的観点から，企業の組織的意志決定過程を quasl
resolution of con貧ict，uncertainty avoidance， problernistic seaTch，。γganl_
zationalle叫 lllngとし、う四つの特徴ある基本的概念で構成し，特定の問題につ


















17) A. D. Hall， A Methodolog'γ101' System E旬 gineeYing，1962， pp. 3-4， 85-86， 139 






















かにおいてさえみられるに至ってし、品。 すなわち ManageIIlent Proce::;~ 出ld
Human Dehavior Approachの人々の仕事がそれである。 しかしこの派の人
々による修正の動きでは，まだ対象規定への認識において必ずしも充全とはし、
えず， むしろその点では GeneralSyste血 Theory 壱背景にもつvステム論
者の方がはるかに秀れた洞察に基くものといわねばならない。ではそれによっ
犬伝統論の特徴であった管理過程概念はどうなるのだろうか。もとより基本的




























70 (458) 館 100巻第5号
きおこした ManagementTheory Jurigle旋風を一応おさめ，それを解きほく
す道も見出したつもりである。しかしこれはあ〈まで経営管理の過程理論の性
格論に止り，果してこれによって管理論の体系化が果せるか否かはむしろとれ
を基礎とする管理論の展開に待たねばならない。なお論じ残した点の多いこと
を認めつつ，新らしい課題である管理論の展開に進むこととしたU、。
